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秋晴れのもと盛大に『秋穂祭』

　3年ごとに行われる県立松代高校の文化祭。

楽しみにしていた10月28～29日は絶好の日和に

恵まれ、地域との交流で作った15，000個の空き

缶壁画もすばらしいものでした。創造する喜び

は「宝」。感動や思い出はいつまでも残ります。

主
な
内
容

町民対話集会一一一……・一・一・②③

口・マン24耐久マラソン…一…④0

高齢者交通安全教室一…一……⑧

みんなのトピックス……………⑳0

文芸・東京発…………一・…・…・⑫⑬

お知らせ…一…・…・…一・……一⑭⑲



皿
民

　
　
　
・
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9
●蓉ちづ響声で訓δ牝外

《秋の部》

　
九
月
号
に
引
き
続
き
『
町
民
対
話

集
会
』
秋
の
部
の
内
容
（
要
旨
）
の

紹
介
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　
十
月
四
日
か
ら
十
四
日
ま
で
、
六

会
場
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

類
似
の
質
問
等
は
紙
面
の
都
合
上
、

割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

圓
大
倉
山
農
道
は
維
持
管
理
が
困
難

に
な
り
、
耕
作
地
の
保
全
が
で
き
な

く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
舗
装
を
要
望
す
る
。

騰
「
生
コ
ン
舗
装
の
原
材
料
」
と
し

て
補
助
金
を
出
し
て
い
る
の
で
、
各

集
落
で
相
談
し
、
優
先
順
位
を
決
め

て
年
次
計
画
で
お
願
い
し
ま
す
。

圓
集
落
内
道
路
の
除
雪
費
用
の
補
助

金
を
お
願
い
し
た
い
。

騒
集
落
内
道
路
の
除
雪
は
町
で
は
で

き
な
い
の
で
、
皆
さ
ん
で
協
力
し
て

や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。
な
お
、
機

械
除
雪
の
補
助
金
は
全
額
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
春
先
除
雪
の
燃
料
代
程
度

で
お
願
い
し
ま
す
。

圓
下
林
地
区
は
集
落
か
ら
も
近
く
憩

い
の
場
も
な
い
の
で
、
そ
こ
に
農
村

公
園
を
整
備
し
て
ほ
し
い
。

圏
県
単
補
助
事
業
も
あ
り
ま
す
の
で

用
地
の
理
解
が
得
ら
れ
れ
ば
相
談
に

来
て
い
た
だ
き
た
い
。
農
村
公
園
や

災
害
時
の
避
難
場
所
と
し
て
も
整
備

で
き
ま
す
。

圓
孟
地
小
学
校
の
教
員
住
宅
、
及
び

プ
ー
ル
の
管
理
棟
の
除
雪
を
業
者
委

託
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

鰯
業
者
委
託
を
検
討
し
た
い
。

圓
ゴ
ミ
収
集
日
が
週
一
回
で
は
困
る
。

せ
め
て
二
回
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た

E
M
菌
の
基
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

蟹
燃
え
る
も
の
は
で
き
る
限
り
家
庭

で
燃
や
し
て
ほ
し
い
。
生
ゴ
ミ
を
川

に
捨
て
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
下

流
で
は
水
道
水
と
し
て
利
用
し
て
い

る
の
で
川
に
捨
て
る
こ
と
は
や
め
て

い
た
だ
き
た
い
。

圓
公
民
館
に
レ
ー
ザ
ー
デ
ィ
ス
ク
、

電
話
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

子
供
会
活
動
に
バ
ス
の
貸
出
を
お
願

い
し
た
い
。

圏
公
民
館
事
業
で
補
助
金
制
度
が
あ

り
ま
す
の
で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
電
話
に
つ
い
て
は
全
集
落
加
入

し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。
バ
ス
の
貸
出
は
現
在
行
っ
て

い
ま
す
の
で
早
め
の
申
し
込
み
を
お

願
い
し
た
い
。

圓
国
道
三
五
三
号
線
の
路
線
が
そ
ろ

そ
ろ
決
定
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、

う
わ
さ
に
よ
る
と
寺
田
を
通
過
し
な

い
よ
う
な
話
も
あ
る
が
計
画
路
線
に

つ
い
て
教
え
て
ほ
し
い
。

騨
路
線
は
七
ル
ー
ト
か
ら
、
現
在
三

ル
ー
ト
に
絞
り
込
み
検
討
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
す
が
、
寺
田
集
落
を
通
過

し
な
い
よ
う
な
計
画
に
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。

回
寺
田
～
蒲
生
間
の
「
急
勾
配
」
を

解
消
で
き
な
い
か
。

躍
土
木
事
務
所
へ
要
望
し
ま
す
。

圓
本
年
度
の
総
合
健
診
は
六
月
に
実

施
さ
れ
、
八
月
に
は
診
断
結
果
が
報

告
さ
れ
た
の
で
、
治
療
は
収
穫
期
前

に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
来
年
も

ぜ
ひ
六
月
実
施
を
要
望
し
た
い
。

翻
本
年
度
は
松
代
町
と
松
之
山
町
が

実
施
時
期
を
交
替
し
た
の
で
す
が
、

来
年
も
希
望
が
あ
れ
ば
要
望
し
ま
す
。

團
患
者
輸
送
車
の
増
発
（
昼
時
）
を

要
望
し
た
い
。
ま
た
、
学
校
統
合
時

に
は
三
往
復
す
る
と
の
約
束
で
あ
っ

た
が
、
現
在
一
往
復
半
で
あ
る
の
で

ぜ
ひ
増
発
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

國
寺
田
集
落
だ
け
の
問
題
で
な
い
の

で
持
ち
帰
り
検
討
い
た
し
ま
す
。

圓
学
校
行
事
、
特
に
祖
父
母
教
室
等

で
、
町
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
利
用
は

　
　
　
　
（
次
頁
※
へ
）
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圓
国
道
の
歩
道
除
雪
を
お
願
い
す
る
。

圏
土
木
事
務
所
に
要
望
し
ま
す
。

圓
保
育
所
の
統
廃
合
は
い
つ
ご
ろ
か
。

國
現
在
工
事
中
の
保
育
園
は
松
代
保

育
園
の
改
築
工
事
で
す
。
統
廃
合
に

つ
い
て
は
父
兄
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
て
ゆ
き
た
い
。

圓
居
村
線
除
雪
は
感
謝
し
て
い
る
。

小
型
投
雪
機
を
要
望
し
た
い
。

圏
来
年
度
要
望
を
と
り
ま
と
め
て
い

る
。
要
望
あ
れ
ば
申
請
願
い
た
い
。

　
　
　
　
け
や
き

回
田
沢
の
樫
は
有
名
だ
。
も
う
少
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ち
ょ
う

活
用
し
て
い
け
ば
と
思
う
。
銀
杏
も

良
い
も
の
が
あ
る
。
歩
道
を
造
っ
て

ほ
し
い
が
．

羅
町
の
文
化
財
で
も
あ
り
振
興
課
に

話
を
し
ま
す
。
視
察
し
て
み
ま
す
。

回
民
有
林
に
町
行
造
林
を
し
て
あ
る

圓
冬
季
保
安
要
員
が
い
な
く
な
っ
た

た
め
居
村
線
の
除
雪
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
公
民
館
回
り
の
除
雪
の

た
め
小
型
投
雪
機
を
優
先
的
に
設
置

願
い
た
い
．

圃
居
村
線
は
幅
員
も
狭
く
大
型
除
雪

車
で
は
危
険
な
た
め
す
ぐ
に
は
対
応

で
き
な
い
。
小
型
投
雪
機
は
設
置
が

決
ま
っ
て
い
る
の
で
集
落
の
皆
さ
ん

で
協
力
し
て
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

が
、
将
来
を
考
え
る
と
不
在
者
が
多

く
な
る
の
で
町
で
買
収
で
き
な
い
か
。

躍
皆
さ
ん
の
子
孫
の
財
産
で
あ
り
、

町
で
買
収
す
る
つ
も
り
は
な
い
。

圓
松
之
山
高
校
と
の
合
併
問
題
は
考

え
ら
れ
な
い
か
。

瞬
松
之
山
町
も
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
こ
と
で
も
あ
り
…
…
。

圓
松
代
に
も
大
学
の
創
設
を
。

國
近
隣
市
町
村
に
で
き
て
い
る
が
、

財
源
も
必
要
で
あ
り
土
地
も
な
い
。

圓
出
産
世
帯
に
補
助
金
交
付
を
。

礪
当
町
で
も
実
施
し
て
い
る
。

圓
集
落
対
岸
に
雪
崩
棚
工
事
の
継
続

を
。
小
川
の
改
修
も
願
い
た
い
。

懸
役
場
担
当
者
間
で
相
談
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
務
所
に
要
望
し
た
い
。

圓
菅
刈
集
落
の
下
に
林
務
の
堰
堤
を

二
基
要
望
し
た
い
。

躍
林
業
事
務
所
に
要
望
し
ま
す
。

∈
∈
≦
≦
≦
≦
≦
乏
≦
≦
≦
≦
∈
≦

圓
倉
下
線
を
は
じ
め
災
害
復
旧
工
事

は
早
期
に
で
き
な
い
か
。

蟹
十
一
月
中
旬
に
査
定
申
請
し
、
工

事
は
来
年
度
に
な
る
見
込
み
で
す
。

圓
廃
屋
が
ネ
コ
小
屋
に
な
っ
て
い
る

が
何
と
か
で
き
な
い
も
の
か
。

臨
所
有
者
に
確
か
め
対
処
し
た
い
。

圓
ゴ
ミ
箱
は
重
量
が
あ
る
が
、
軽
い

も
の
や
小
さ
い
も
の
は
な
い
か
。

鷹
町
で
は
ど
こ
も
現
在
の
タ
イ
プ
で

対
応
し
て
い
る
。
ご
了
解
願
い
た
い
。

圓
町
道
の
側
溝
に
蓋
掛
け
の
継
続
を

お
願
い
し
た
い
．

購
予
算
の
範
囲
内
で
対
応
し
た
い
。

圓
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
大
会
後
は
町
道

へ
出
し
た
雪
を
撤
去
願
い
た
い
。

躍
教
育
委
員
会
に
相
談
し
、
撤
去
す

る
よ
う
に
し
た
い
。

圓
中
山
間
地
道
路
の
利
用
者
が
多
く

な
る
の
で
鉄
道
ガ
ー
ド
下
の
ト
ン
ネ

ル
内
の
農
具
等
を
撤
去
願
い
た
い
。

圓
福
島
で
も
高
齢
化
が
進
み
、
集
落

維
持
が
む
つ
か
し
く
な
っ
て
い
る
。

生
産
組
合
を
組
織
し
機
械
の
協
同
化

や
特
栽
米
等
で
対
応
し
て
い
る
が
、

老
齢
化
が
進
む
と
こ
の
維
持
さ
え
も

困
難
と
な
る
。
生
産
組
織
の
農
機
具

の
更
新
補
助
基
準
は
三
十
％
と
な
っ

て
い
る
が
、
高
率
補
助
を
お
願
い
し

た
い
。
ま
た
、
固
定
資
産
税
に
つ
い

て
も
配
慮
願
い
た
い
。

麗
高
率
補
助
は
現
段
階
で
は
無
理
で

あ
る
。
固
定
資
産
税
も
難
し
い
。

圓
城
川
ダ
ム
は
多
目
的
と
い
う
こ
と

で
す
が
、
利
用
計
画
が
あ
り
ま
し
た

ら
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

翻
多
目
的
ダ
ム
と
い
う
こ
と
で
す
が

現
在
水
道
水
利
用
の
み
の
負
担
金
を

支
払
し
て
お
り
、
水
道
以
外
の
計
画

圏
松
代
区
長
を
通
じ
所
有
者
に
撤
去

を
お
願
い
し
た
い
。

圓
集
会
所
屋
根
を
自
然
落
下
に
。

鵬
希
望
集
落
が
多
い
の
で
順
次
改
修

し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

回
下
水
道
事
業
で
小
荒
戸
だ
け
除
外

し
な
い
で
ほ
し
い
。

騨
全
戸
で
希
望
が
あ
れ
ば
、
変
更
認

可
を
受
け
て
対
応
し
た
い
。

回
農
業
機
械
銀
行
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
高
齢
化
し
存
続
が
心
配
さ
れ
る
が
。

騰
農
業
機
械
銀
行
内
で
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

≦
≦
≦
乏
≦
≦
≦
≦
≦
≦
≦
≦
∈
∈

は
現
在
あ
り
ま
せ
ん
が
公
園
計
画
、

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
周
辺
整
備

に
努
力
し
ま
す
。
な
お
、
完
成
は
平

成
九
年
度
と
聞
い
て
い
る
。

圓
河
川
災
害
が
発
生
し
て
い
る
が
、

早
期
の
復
旧
を
お
願
い
し
た
い
。

翻
災
害
は
採
択
さ
れ
る
と
三
か
年
で

復
旧
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

遅
れ
て
も
三
か
年
以
内
に
は
復
旧
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
取

水
口
は
県
単
工
事
で
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
よ
う
で
す
。

※
そ
の
他
に
集
落
の
計
画
と
し
て
、

丸
山
森
林
公
園
を
整
備
し
、
ロ
グ
ハ

ウ
ス
ニ
棟
の
建
設
、
サ
サ
百
合
保
存

な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
小
集
落

で
は
無
理
か
も
…
、
ま
た
、
老
齢
化

に
つ
い
て
集
落
で
も
こ
れ
か
ら
大
い

に
考
え
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
と

い
っ
た
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
前
頁
※
よ
り
）

で
き
な
い
か
。

醗
バ
ス
利
用
は
可
能
で
す
。
計
画
さ

れ
ま
し
た
ら
早
め
に
学
校
か
ら
教
育

委
員
会
に
申
し
込
み
さ
れ
た
い
。

回
ふ
る
さ
と
会
館
の
「
可
動
椅
子
」

が
安
定
性
が
な
い
が
心
配
な
い
か
。

翻
定
員
を
守
れ
ば
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

圓
シ
ル
バ
ー
入
浴
券
の
利
用
は
金
曜

日
に
限
ら
ず
「
い
つ
で
も
よ
い
」
と

い
う
こ
と
に
は
で
き
な
い
か
。

睡
入
浴
室
の
都
合
で
金
曜
日
と
な
っ

て
い
る
の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

圓
松
代
大
島
線
（
寺
田
～
儀
明
）
の

災
害
復
旧
を
早
期
に
お
願
い
し
た
い
。

ま
た
、
蒲
生
寺
田
線
及
び
国
道
に
つ

い
て
も
お
願
い
し
た
い
。

纒
寺
田
～
儀
明
間
は
査
定
も
最
近
終

わ
り
ま
し
た
が
、
事
業
実
施
に
つ
い

て
は
遅
く
な
る
の
で
完
成
は
春
先
の

五
～
六
月
頃
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
は
こ
れ
か
ら
の
査
定
申
請
と

な
り
ま
す
の
で
工
事
は
来
年
中
に
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

圓
農
村
情
報
無
線
を
利
用
し
て
、
町

の
野
球
大
会
に
お
け
る
グ
ラ
ン
ド
の

状
況
や
、
試
合
が
可
能
か
ど
う
か
の

協
会
の
判
断
を
放
送
願
い
た
い
。

騰
お
お
い
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

圓
豪
雨
災
害
に
よ
る
移
転
の
見
舞
金

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

騒
条
例
通
り
支
給
し
て
い
ま
す
。
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第5回
口・マニ，24

　　　inまつだい

閑
鳴
固

▼町内トップの奴奈川チーム

走ることの楽しさ！

励
我
リ
レ
o
マ
号
リ
シ

秋
空
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

”II”IIll”II”II”III”II”II”II”目”IIIlllII”II””1””1”1”川IIlllII”IIII”1”川Ill”IIII”Il”IIlll”II”IIIll“II”Il””II”ll”IIIllll”ll”1”1””1”lil”lll”II”川”lllll”IIII”ll”1”1”1回1””III”II””III”Ill”Ill”III”IIII”1””III”III”llII”IIII川III”llII”1””Illl”III”1川llII”llIll”lll”II”IllIIII”II””IlllI

久
し
ぶ
り
の
開
催

　
　
第
17
回

町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
月
一
－
一
十
日

【
小
学
校
1
年
男
子
】
　
1
㎞

1
位
　
五
十
嵐
太
博
（
松
）
5
分
舵
秒

2
位
　
井
上
　
智
晴
（
松
）
5
分
42
秒

3
位
　
市
川
　
賢
司
（
松
）
5
分
4
7
秒

【
小
学
校
1
年
女
子
】
　
1
㎞

1
位
　
中
村
　
道
恵
（
松
）
5
分
59
秒

2
位
　
佐
藤
　
杏
美
（
松
）
6
分
02
秒

3
位
　
小
堺
　
典
子
（
松
）
6
分
0
7
秒

【
小
学
校
2
年
男
子
】
　
1
㎞

1
位
　
若
井
　
光
男
（
松
）
5
分
1
6
秒

2
位
　
齊
木
　
明
穂
（
孟
）
5
分
1
8
秒

3
位
　
佐
藤
　
祐
介
（
松
）
5
分
2
1
秒

【
小
学
校
2
年
女
子
】
　
1
㎞

1
位
　
小
嶋
ち
え
み
（
孟
）
5
分
n
秒

2
位
　
鈴
木
　
　
静
（
松
）
5
分
31
秒

3
位
　
樋
口
　
沙
織
（
松
）
5
分
34
秒

【
小
学
校
3
年
男
子
】
　
2
㎞

1
位
　
柳
　
　
太
文
孟
）
6
分
0
4
秒

2
位
　
小
堺
　
裕
司
（
松
）
6
分
2
2
秒

3
位
　
石
田
　
哲
也
（
孟
）
6
分
3
0
秒

【
小
学
校
3
年
女
子
】
　
2
k

1
位
　
佐
藤
ゆ
た
か
（
奴
）
7
分
02
秒

2
位
　
駒
形
　
直
子
（
松
）
7
分
0
5
秒

3
位
　
石
黒
　
祐
子
（
奴
）
7
分
1
3
秒

【
小
学
校
4
年
男
子
】
　
2
㎞

1
位
　
関
谷
　
和
樹
（
松
）
5
分
4
7
秒

2
位
　
五
十
嵐
真
悟
（
松
）
5
分
52
秒

3
位
　
宮
沢
　
智
洋
（
松
）
5
分
53
秒

【
小
学
校
4
年
女
子
】
　
2
㎞

1
位
　
関
谷
　
智
美
（
松
）
6
分
1
3
秒

2
位
　
若
月
ゆ
か
り
（
孟
）
6
分
1
4
秒

3
位
　
玉
村
　
優
佳
（
孟
）
6
分
2
3
秒

【
小
学
校
5
年
男
子
】
　
3
㎞

1
位
　
小
嶋
　
　
哲
（
孟
）
m
分
1
7
秒

2
位
　
小
野
島
　
誠
（
松
）
m
分
4
3
秒

3
位
　
柳
　
　
圭
祐
（
孟
）
1
0
分
5
6
秒
＼
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2．、脚〉く窪蔚闘チーム別成績表
〔5回までの計〕

．纈纐』 議講一　繊　織． 辮　霧 綱購数 灘蘇織

1 TEPCO激走会 柏崎市 179 382．37

2 東芝柏崎 柏崎市 178 379．64

3 上越総合庁舎　走遊会 上越市 160 342．40

4 宇都宮　駅伝部 十日町市 159 339．07

5 スーパーひたち 柏崎市 157 335．51

6 過激クラブ柏崎・刈羽 柏崎市 156 332．48

7 なにわ亭 柏崎市 154 329．12

8 TEPCO激走会Part2 柏崎市 153 327．39

9 東芝プラント 柏崎市 149 319．27
10 柏崎原子力楽走会 柏崎市 148 317．04
11 富士通機電 新潟市 148 315．94
12 県庁ランナーズD 新潟市 147 313．21
13 ラニングスピリッツ妙高 妙高村 146 312．38
14 上越市安江走ろう会 上越市 146 311．28
15 どん亀ひたち 柏崎市 145 309．85
16 TEPCO激走会Part3 柏崎市 145 309．15
i7 高橋組ランナーズ 松之山町 141 302．33
1書 三尺玉爆走会 長岡市 141 301．13
19 松之山美男女林 松之山町 140 299．90
2◎ Oh！ファイト奴奈川 松代町 140 299．30
2i 気合・根性・体力 松代町 139 269．87
22 関電工走狼会 柏崎市 138 295．74
23 酒RUNなおじさんたち 妙高村 137 293．81
24 渋海ベアーズ 松代町 136 290．38
25 松代分所ブーメランズ 松代町 136 290．08
26 小千谷土木 小千谷市 135 289．25

27 頸城マラソンクラブ 頸城村 135 287．95
28 県庁ランナーズA 新潟市 134 285．52
29 おっぺけぺけぺけ一ずパート2 柏崎市 133 284．59
30 相川ランナーズ 相川町 131 281．13
3鑑 県庁ランナーズB 新潟市 131 280．63
32 ヒメリノく一RC 糸魚川市 129 275．17

33 三条トレーニングクラブ 長岡市 128 273．24
34 チーム’94 浦川原村 127 270．51

35 ルーラルランナーズ 新潟市 125 268．35
3β 前へすすむ会 上越市 125 266．45
37 おっぺけぺけぺけ一ず 柏崎市 124 264．72
38 佐渡暴飲暴食連合 相川町 123 263．99
39 県職中魚沼走友会 十日町市 123 262．89

40 JAズッコケランナーズ 松代町 115 245．75
41 へ一ンズ 松代町 112 238．66
42 THE　GROOVY’S 松代町 108 232．14
43 松代町商工会青年部 松代町 105 225．75

欝騰灘．、繋灘髭鍍
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1
1
　
　
　
1

　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
、
自
己
体
力
に

挑
戦
す
る
「
第
五
回
・
2
4
時
間
耐
久

リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
」
が
九
月
三
十
日

か
ら
十
月
一
日
に
か
け
て
、
町
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
一
チ
ー
ム
十
人
以
内
の

選
手
が
交
代
で
、
二
十
四
時
間
走
り

続
け
、
何
周
で
き
る
か
を
競
う
競
技
。

　
五
回
を
数
え
る
今
年
の
大
会
は
、

地
元
か
ら
八
チ
ー
ム
の
他
、
柏
崎
市

よ
り
十
三
チ
ー
ム
、
新
潟
市
八
チ
ー

ム
、
上
越
市
三
チ
ー
ム
、
更
に
佐
渡

や
妙
高
、
糸
魚
川
市
な
ど
か
ら
四
十

三
チ
ー
ム
四
百
五
十
人
近
い
選
手
が

参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
優
勝
は
第
一
回
か
ら
の
覇
者
で
、

ま
た
も
大
会
記
録
を
更
新
し
た
T
E

P
C
O
激
走
会
チ
ー
ム
（
柏
崎
市
）

が
1
7
9
周
、
走
破
距
離
3
8
2
キ
。
、

二
位
の
東
芝
柏
崎
に
一
周
差
で
五
連

覇
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
計
走
破
距
離
1
0
0
0

キ
。
突
破
は
、
第
一
回
か
ら
の
参
加
チ

ー
ム
を
中
心
に
新
た
に
九
チ
ー
ム
が

達
成
し
、
そ
の
数
は
十
八
チ
ー
ム
と

な
り
ま
し
た
。

　
参
加
年
齢
は
、
二
十
・
三
十
代
で

全
体
の
七
割
近
く
を
占
め
て
い
ま
す

が
、
六
十
代
の
方
も
元
気
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
「
歩
く
こ
と
・
走
る
こ
と
」

は
ス
ポ
ー
ツ
を
始
め
健
康
的
な
生
活

を
送
る
う
え
で
の
基
本
で
す
。
参
加

者
も
成
績
は
ど
う
で
あ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
体
力
に
あ
っ
た
周
回
数
を
楽
し

ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
な
お
、
チ
ー
ム
別
の
詳
し
い
成
績

は
次
の
と
お
り
で
す
。

II”目II”IIII”II”III川1””ll”IllllIllIII”Il””1”lll”IIII”1”Ill”1”1”ll”Illll川IIII”IIlll”1川ll川lll”IIIII”IIII”1”1””1”ll”III”III”III””Ill川III”IllIII川”III”II”””lll”IIll””II”II””IIII“II”III”II”川”川IIII”III”III“IIIIIIIIIII”川ll”IIIIIII”1”1”IllllIIIII”II”III”川1””1”II””lllIII”III”II

【
小
学
校
5
年
女
子
】
　
3
㎞

1
位
　
佐
藤
　
美
春
（
奴
）
n
分
51
秒

2
位
　
瀬
沼
　
樹
里
（
松
）
n
分
5
7
秒

3
位
　
瀬
沼
　
美
穂
（
松
）
1
2
分
0
4
秒

【
小
学
校
6
年
男
子
】
　
3
㎞

1
位
　
関
谷
　
則
和
（
松
）
9
分
3
7
秒

2
位
　
柳
　
　
祐
也
（
松
）
9
分
53
秒

3
位
　
佐
藤
　
陽
介
（
松
）
m
分
08
秒

【
小
学
校
6
年
女
子
】
　
3
㎞

1
位
　
高
橋
亜
由
美
（
松
）
n
分
2
5
秒

2
位
　
井
上
　
佳
子
（
松
）
1
1
分
4
8
秒

3
位
　
市
川
　
一
恵
（
松
）
1
2
分
0
0
秒

【
中
学
校
男
子
】
　
3
㎞

1
位
　
米
持
　
　
誠
（
松
）
8
分
4
3
秒

2
位
　
小
堺
　
隆
寛
（
松
）
8
分
4
3
秒

3
位
　
宮
沢
　
健
二
（
松
）
8
分
4
9
秒

【
中
学
校
女
子
】
　
3
㎞

1
位
　
相
沢
真
知
子
（
松
）
m
分
4
0
秒

2
位
　
米
持
　
靖
子
（
松
）
m
分
4
1
秒

3
位
　
佐
藤
　
千
和
（
松
）
m
分
5
0
秒

5



　
　
平
成
7
年
度

　
町
で
は
毎
年
、
前
年
度
（
健
康
老

人
は
平
成
六
年
三
月
一
日
か
ら
平
成

七
年
二
月
二
十
八
日
）
の
一
年
間
、

医
療
給
付
を
受
け
な
か
っ
た
国
保
世

帯
と
七
十
歳
以
上
の
健
康
老
人
に
対

し
て
、
健
康
を
祝
し
た
記
念
品
を
お

贈
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今

年
度
は
次
の
方
々
や
世
帯
が
該
当
に

な
り
ま
し
た
。

　
健
康
は
宝
で
す
。
お
互
い
に
注
意

し
合
い
な
が
ら
『
健
康
づ
く
り
』
に

努
め
ま
し
よ
う
。

　
　
　
　
年
以
上
継
続
し
て

　
3

　
　
　
　
受
け
な
か
っ
た
世
帯

菅
井
ミ
ョ
　
　
松
代
・
き
ん
ぜ
ん

　
　
（
無
給
付
年
数
は
四
年
で
す
）

年
以
上
継
続
し
て

受
け
な
か
っ
た
世
帯

柳
正
勝

鈴
木
　
厚

市
川
　
清

相
沢
　
誠

宮
沢
欣
一

柳
　
正
男

関
谷
吉
蔵

萬
羽
光
太
郎

柳
達
三
郎

山
本
伸
夫

千
年
・
ま
さ
ひ
ろ
や

松
代
・
誠
心
軒

松
代
・
ま
つ
が
み
や

太
平
・
か
ど
や

下
山
・
は
や
し

千
年
・
ま
さ
の
や

千
年
・
ま
ご
き
ち

会
沢
・
さ
か
も
と

犬
伏
・
か
ん
ね
ん

犬
伏
・
み
や
し
た
＼

国
保
健
康
家
庭
紹
介

　
　
7
健
康
老
人
該
当
者
　
　
　
　
　
佐
藤
セ
イ

関
谷
ミ
ネ
　
　
松
代
・
な
か
の
や

若
井
ミ
サ
　
　
松
代
・
よ
こ
み
ち

関
谷
富
義
　
　
松
代
・
し
ょ
う
は
ち

市
川
寅
太
郎
　
松
代
・
や
ま
し
ろ
や

関
谷
孫
太
郎
　
松
代
・
か
ど
や

関
谷
ヒ
デ
　
　
松
代
・
や
す
ぞ
う

関
谷
甲
子
夫
　
松
代
・
大
正
医
院

関
谷
幸
子
　
　
松
代
・
い
た
や

五
十
嵐
春
吉
　
松
代
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン

高
橋
臣
子
　
　
菅
刈
・
う
し
ろ
だ

市
川
賀
長
治
　
田
沢
・
そ
で

高
橋
愛
之
助
　
田
沢
・
あ
ら
や
し
き

市
川
　
貢
　
　
田
沢
・
は
ら

市
川
ミ
ヤ
キ
・
小
屋
丸
・
か
み
や

宮
沢
ト
キ
　
　
下
山
・
あ
さ
ひ
や

須（
容

　
3

’h’

／
柳
　
利
文
　
　
苧
島
・
あ
ら
や
し
き

　
井
上
キ
ヌ
エ
　
寺
田
・
あ
づ
ま
や

　
西
潟
昭
平
　
　
福
島
・
た
そ
う
じ

　
佐
藤
啓
二
　
室
野
・
い
ち
ろ
う
え
ん

　
相
沢
テ
リ
　
　
室
野
・
さ
わ
ぐ
ち
や

　
齋
木
照
次
　
　
室
野
・
ま
ご
え
ん

　
中
沢
　
悦
　
木
和
田
原
・
じ
ん
ね
ん

関
谷
ラ
ン

若
月
マ
ツ
エ

関
谷
龍
蔵

萬
羽
　
弘

秋
山
ミ
ツ
イ

秋
山
ミ
ヨ

若
井
ハ
ル
イ

山
岸
ト
イ

山
岸
寅
一

柳
シ
マ
ノ

若
月
栄
吉

柳
市
雄

柳
文
八
郎

佐
藤
勇
吉

佐
藤
サ
ト

柳
仙
太
郎

齋
藤
竹
蔵

小
堺
ヤ
ス

丸
山
ナ
イ

室
岡
大
刀
男

室
岡
　
利

仲
村
ト
イ
子

小
堺
シ
ヅ
エ

仲
村
ト
シ
ノ

堀
川
彦
蔵

米
持
健
蔵

佐
藤
正
平

米
持
オ
ナ
ヲ

山
岸
ハ
ル
エ

千
年
・
に
し
お
け
や

千
年
・
さ
わ
い
り

千
年
・
は
ち
い
ん

千
年
・
さ
か

池
尻
・
せ
い
ぜ
ん

会
沢
・
ど
う
の
ま
い

清
水
・
ご
ろ
べ
え

清
水
・
さ
ん
す
け

蓬
平
・
く
ら
ぼ
ん

東
山
・
う
し
ろ

東
山
・
う
し
ろ

犬
伏
・
お
ま
え

犬
伏
・
じ
ゅ
う
え
ん

犬
伏
・
よ
し
の
や

孟
地
・
は
し
ば

孟
地
・
き
ゅ
う
ま
っ

孟
地
・
き
ゅ
う
ま
っ

苧
島
・
も
と
え
も
ん

田
野
倉
・
こ
ば
や
し

蒲
生
・
ま
す
む
ら
や

蒲
生
・
げ
ん
じ
ろ
う

蒲
生
、
・
室
岡
医
院

蒲
生
・
室
岡
医
院

儀
明
・
ぎ
へ
い

儀
明
・
ま
さ
た
け

儀
明
・
ま
つ
え
ん

奈
良
立
・
ひ
こ
し
ろ
う

室
野
・
さ
ん
の
う
し
た

　
室
野
・
き
り
ど
お
し

　
室
野
・
お
け
や

　
木
和
田
原
・
よ
す
け

，1－09鷺h，6巳一’・し19，119”閣h，．15”1巳巳，191’・Ih一．611’・h，11山㌦，III“閣“9，9一”Oh－ggl”1』一・51’●・1一，11。”巴1．，III”一9．ひ・16”巳監5、一11’略量｝6’一’・｝1｛馳．．・1一”閣』．II”閣閣｝1一”。1一・・5’”・・…一’“巳一．・II’墨一閣1”‘5一”11一・99一”。1一・・9一’一1“・・1一”11”19”Oh一…’”・h・一5｛・・

甘さをおさえた

いちじくのお菓子

（大潟町）

　
頸
城
平
野
を
縦
断
し
、
見
事
に

並
ぶ
高
架
橋
。
そ
の
上
で
は
今
、

レ
ー
ル
の
付
設
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
　
「
ほ
く
ほ
く
線
の
旅
」

四
回
目
は
大
潟
町
特
産
の
い
ち
じ

く
を
使
っ
た
お
菓
子
を
紹
介
し
ま

す
。
い
ち
じ
く
は
ザ
ク
ロ
や
ブ
ド

ウ
と
な
ら
び
、
世
界
的
に
最
も
古

い
果
樹
の
一
つ
だ
そ
う
で
す
。
砂

地
で
よ
く
育
つ
こ
と
か
ら
、
当
地

の
家
の
庭
先
に
、
必
ず
一
～
二
本

は
植
え
て
あ
り
果
実
を
そ
の
ま
ま

食
べ
る
か
、
甘
露
煮
に
し
て
子
供

の
お
や
つ
に
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
い
ち
じ
く
に
目
を
つ
け

た
の
が
、
町
内
の
お
菓
子
屋
さ
ん

で
す
。
家
庭
で
作
る
甘
露
煮
と
は

別
に
、
お
菓
子
と
し
て
い
ち
じ
く

を
食
べ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
ひ
と
坤

工
夫
。
完
成
し
た
の
が
「
い
ち
じ
｝

　
も
な
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

く
最
中
」
　
「
い
ち
じ
く
羊
か
ん
」
　
｛

で
す
。
最
中
の
中
身
は
普
通
は
あ
｝

ん
こ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
「
い
　
一

ち
じ
く
最
中
」
の
中
身
は
ジ
ャ
ム
　
～

状
の
い
ち
じ
く
が
入
っ
て
お
り
、
　
｝

あ
ん
こ
の
最
中
と
は
ひ
と
味
違
う
｛

お
い
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
｝

　
ま
た
、
　
「
い
ち
じ
く
羊
か
ん
」
　
一

も
い
ち
じ
く
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
脚

甘
味
も
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
く
、
「
羊
｝

か
ん
は
好
き
だ
が
甘
く
て
…
」
と
｛

い
う
方
に
お
勧
め
の
一
品
で
す
。
　
～

　
ほ
か
に
も
、
ジ
ャ
ム
や
ゼ
リ
ー
榊

等
の
商
品
が
作
ら
れ
て
お
り
、
幅
｛

広
い
年
齢
層
に
好
評
を
得
て
い
ま
｝

す
。
さ
ら
に
、
い
ち
じ
く
は
便
秘
幽

に
良
く
効
く
果
物
で
も
あ
り
、
健
蜘

康
食
品
と
し
て
、
一
度
召
し
上
が
　
榊

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
｛

職
鐘　
鰭聯　　

　
騨
灘

　
　
　
　
無
『
轟
灘

　
　
　
　
　
　
キ

　
　
　
　
　
　
』

　
　
溜

，
融
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松代町の元気っ子ちゃん

　　　いっしょに遊ぽうよ！

「すくすく教室」って

なあに？

　
み
ん
な
あ
、
元
気
で
す
か
ー
？

冬
将
軍
が
も
う
そ
こ
ま
で
や
っ
て
来

て
ま
す
け
ど
、
め
げ
ず
に
遊
ん
で
ま

す
か
あ
！

　
そ
う
は
言
っ
て
も
、
子
供
の
か
わ

い
～
い
、
元
気
な
声
っ
て
、
聞
こ
え

て
き
ま
す
か
？

　
「
こ
の
頃
、
子
供
が
少
な
く
な
っ

た
ん
が
ね
え
」
　
「
こ
こ
の
集
落
で
一

番
小
さ
い
子
は
も
う
小
学
校
に
あ
が

っ
た
ん
が
ね
」
と
な
に
や
ら
寂
し
げ

な
お
話
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
よ
ね
。

　
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
子
供
に
と

っ
て
ど
う
な
ん
で
し
ょ
う
か
？

　
ま
ず
、
遊
ぶ
相
手
が
近
く
に
い
ま

せ
ん
よ
ね
。
周
り
は
大
人
ば
っ
か
り

で
、
大
人
社
会
に
ど
っ
ぷ
り
つ
か
っ

て
い
ま
す
。
自
分
も
大
人
の
つ
も
り

で
！
　
　
ち
ょ
っ
と
余
談
で
す
が
、

小
さ
い
と
き
か
ら
人
間
に
育
て
ら
れ

人
間
と
一
緒
に
生
活
し
て
き
た
犬
は

自
分
の
こ
と
を
人
間
だ
と
思
っ
て
い

る
そ
う
で
す
…
経
験
者
談
。
ま
あ
、

犬
と
子
供
は
一
緒
に
は
で
き
ま
せ
ん

が
（
子
供
の
皆
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
～

い
！
）
、
そ
ん
な
感
じ
で
す
。

　
オ
ギ
ャ
ー
と
産
ま
れ
た
そ
の
日
か

ら
同
じ
く
ら
い
の
子
供
に
合
う
チ
ャ

ン
ス
が
少
な
い
と
、
子
供
社
会
の
経

暑の4
　by
保健婦

験
が
少
な
い
ま
ま
過
ぎ
て
し
ま
い
ま

す
よ
ね
。
な
ん
て
遠
回
し
に
言
っ
て

い
ま
す
が
、
早
い
話
が
、
松
代
町
の

こ
ど
も
は
上
手
に
遊
べ
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
な
の
で
す
。

　
実
は
、
親
に
も
言
え
る
の
で
す
。

ち
ょ
う
ど
今
小
さ
い
子
供
を
持
つ
親

御
さ
ん
は
、
子
供
時
代
に
兄
弟
が
少

な
い
世
代
で
す
。
だ
か
ら
、
小
さ
な

兄
弟
を
子
守
し
た
こ
と
な
ん
て
あ
り

ま
せ
～
ん
よ
ね
。
つ
ま
り
、
小
さ
な

子
供
と
ふ
れ
あ
え
な
い
ま
ま
大
人
に

な
っ
て
、
自
分
の
子
供
を
持
っ
た
わ

け
で
す
よ
。
オ
ギ
ャ
ー
と
産
ま
れ
た

そ
の
日
か
ら
「
ど
う
や
っ
て
あ
や
し

た
ら
い
い
ん
だ
ろ
う
？
」
　
「
ど
う
や

っ
て
一
緒
に
遊
ん
だ
ら
い
い
ん
だ
ろ

父
も
母
も
お
ん
な
じ
よ
う
に
ね
！
周

り
に
同
じ
状
況
の
人
が
沢
山
い
れ
ば

「
ラ
ッ
キ
ー
！
」
、
人
の
振
り
み
て

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

我
が
振
り
真
似
よ
！
っ
て
な
も
ん
で

覚
え
て
い
く
の
で
し
ょ
う
が
…
…
そ

れ
も
同
じ
状
況
の
人
が
い
な
い
の
で

は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
で
す
よ
ね
。

　
乳
児
健
診
や
幼
児
健
診
で
も
、
お

母
さ
ん
方
か
ら
「
同
じ
く
ら
い
の
子

が
い
な
い
の
で
自
分
の
子
が
こ
れ
で

い
い
の
か
不
安
あ
る
の
よ
ね
え
。
」

「
同
じ
く
ら
い
の
子
は
い
て
も
、
毎

日
そ
こ
の
家
に
遊
び
に
い
く
わ
け
に

も
い
か
な
い
し
ね
え
。
」
な
ど
と
い

う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
み
な
さ
ん
の
悩
み
を
少

し
で
も
解
消
で
き
れ
ば
と
、
一
才
か

ら
保
育
園
に
上
が
る
前
の
子
供
達
を

集
め
ち
ゃ
っ
て
（
希
望
制
）
子
供
同

志
の
ふ
れ
あ
い
、
親
同
志
（
孫
親
含

む
）
の
情
報
交
換
の
場
に
し
ち
ゃ
お

う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　　　　　　　＿ρβ伊ロ4ρ’＿＿一一一一4岬’一β4一一’岬■τ　　、
r一’一一一一4一一’一一’一一…岬…　　　　　　　　　　1　つ

1てづく脇やつby栄養士12
1　　　　おイモの茶巾　　　　1と

t　材料（8コ分）　搭
1　さつまいも・・・…大1本　麟
1砂糖・・・・・・・・・…大さじ41撃

1　水・・・・・・・・・・・・・・…●●。●50CC　lる

1抹茶・・・・・・・・・…小さじ％鴇

1　湯．．・・・・・・……・大さじ4　1で

1栗の甘露煮・・・・・・…2粒糟
　l　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　l　　　　　　　　　　　　　　　　　l
　モ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ
　ョ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　1作り方　　　　　　　　　　　l
hさつま芋をふかしてつぶし慧

1砂糖と水を加え沖火にかけ1
　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

　ミ　てねる。　　　　　　　、　l
l2、を半分にし沸方に・湯際

　1と、、た抹茶を加えて混磯慣
13抹茶を加え舳のと・そつ鶴

1妙ものを半々にとり沖に1

縁を燕て丸め≦髄㌧」
　　ミ　　　　　ρ躍翠，．，ダゆ一’β’一β一’一卿’一一
　　し，，4ρ夕』rρ■”一

く
い
つ
し
ょ
に
遊
ぽ
！

そ
し
て
、
親
も
子
も
一
緒
に
す
く
す

く
と
育
っ
て
い
こ
う
と
い
う
想
い
を

込
め
て
『
す
く
す
く
教
室
』
と
名
付

け
ま
し
た
。

　
ど
ん
な
こ
と
を
や
っ
て
い
る
の
か

は
、
次
回
に
ご
紹
介
し
ま
～
す
。

＊
お
ま
け
コ
ー
ナ
ー
＊

　
十
月
の
幼
児
健
診
で
、
こ
ー
ん
な

手
作
り
お
や
つ
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
中
お
詫
び
と
訂
正
中

　
先
月
号
十
一
ぺ
ー
ジ
「
ご
芳
志
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
記
事

中
『
松
月
会
・
小
月
会
』
と
す
べ
き

と
こ
ろ
『
五
月
会
・
小
月
会
』
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
関
係
者
の
方
に
は

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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開催罐招交通安全教室

10月3日・16日・26日

　
増
え
続
け
る
交
通
事
故
、
い
つ
起

こ
る
か
分
か
ら
な
い
交
通
事
故
に
対

す
る
対
策
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
六
年
度
に
発
生
し
た
交
通
事

故
の
内
、
松
代
町
で
は
高
齢
者
の
比

率
が
県
下
で
ワ
ー
ス
ト
ニ
位
と
い
う

不
名
誉
な
記
録
で
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
し
町
で
は

安
塚
警
察
署
交
通
課
を
始
め
、
松
代

交
番
、
駐
在
所
、
交
通
指
導
貝
な
ど

の
協
力
に
よ
り
「
高
齢
者
交
通
安
全

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
第
一
回
目
は
、
十
月
三
日
の
夕
方

総
合
体
育
館
に
お
い
て
各
老
人
ク
ラ

ブ
の
代
表
者
が
参
加
し
て
『
反
射
材

の
実
験
』
を
行
い
ま
し
た
。

　
暗
く
な
っ
た
グ
ラ
ン
ド
で
黒
い
服

と
白
い
服
を
着
た
二
人
の
交
通
指
導

員
に
歩
い
て
い
た
だ
き
、
車
の
ラ
イ

ト
を
当
て
、
ど
の
く
ら
い
の
距
離
で

見
え
な
く
な
る
か
の
実
験
、
ま
た
、

反
射
材
を
つ
け
た
時
の
状
況
な
ど
を

み
ん
な
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

「
歩
く
状
態
で
は
、
足
に
つ
け
た
反

射
材
が
一
番
効
果
的
！
」
こ
ん
な
に

も
効
果
が
あ
る
の
か
と
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
驚
き
の
様
子
で
し
た
。

　
『
交
通
安
全
は
、
見
え
る
こ
と
、

見
せ
る
こ
と
』
夜
間
、
出
歩
く
時
に

つ
け
る
反
射
材
の
習
慣
は
高
齢
者
が

事
故
に
遭
わ
な
い
一
番
の
備
え
と
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
第
二
回
目
は
、
十
六
日
に
室
野
の

早
稲
田
自
動
車
教
習
所
で
、
多
数
の

方
や
地
元
の
小
学
生
な
ど
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
た
め
、
除
雪
車
に
乗
用
車
を
衝

突
さ
せ
ま
し
た
。
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
な

が
ら
そ
の
シ
ョ
ッ
ク
の
大
き
さ
は
、

後
部
座
席
の
小
学
生
が
運
転
座
席
に

頭
を
強
く
打
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で

も
分
か
り
ま
す
．

　
そ
の
後
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
い
危

険
体
験
を
し
た
り
、
内
輪
差
の
実
験

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぶ

で
自
転
車
が
巻
き
込
ま
れ
潰
れ
て
い

く
様
子
を
目
前
で
観
察
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
、
整
備
さ
れ
た
広
い
教
習

所
を
存
分
に
使
い
、
歩
行
者
、
バ
イ

ク
、
自
転
車
の
組
に
分
か
れ
、
実
技

を
伴
う
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　
草
刈
り
な
ど
を
し
て
い
た
だ
い
た

早
稲
田
大
学
様
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
第
三
回
目
は
、
二
十
六
日
に
総
合

セ
ン
タ
ー
で
安
塚
警
察
署
交
通
課
よ

〈
内
輪
差
の
実
験

り
町
内
交
通
事
故
事
例
の
講
話
を
い

た
だ
き
、
そ
の
後
、
ビ
デ
オ
を
上
映

し
、
今
年
度
の
安
全
教
室
の
ま
と
め

と
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
は
無
料
で

貸
し
出
し
し
ま
す
。
反
射
材
は
有
料

（
二
百
五
十
円
）
で
販
売
し
て
い
ま

す
。
総
務
課
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼たくさんあります。無料貸出ビデオ

シー纏粥騒利用

マットや

　　パジャマを

　　　　　　作ろう

　
古
い
シ
ー
ツ
を
使
っ
て
、
生
活
用

品
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
シ
ー
ッ

は
大
き
な
布
地
で
す
か
ら
、
何
を
作

る
に
も
便
利
で
、
ア
イ
デ
ア
次
第
で

い
ろ
い
ろ
で
き
ま
す
。
簡
単
な
利
用

方
法
は
、
押
し
入
れ
に
収
納
し
た
布

団
や
座
布
団
な
ど
を
、
シ
ー
ツ
で
す

っ
ぽ
り
と
覆
い
、
ほ
こ
り
を
か
ぶ
ら

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
す
。

　
シ
ー
ツ
は
古
く
な
る
と
真
ん
中
の

生
地
が
薄
く
な
っ
て
き
ま
す
。
破
れ

な
い
う
ち
に
二
つ
に
切
っ
て
両
端
を

縫
い
合
わ
せ
る
と
、
も
う
一
度
シ
ー

ツ
と
し
て
使
え
ま
す
。

　
足
ふ
き
マ
ッ
ト
に

　
痛
み
の
激
し
い
シ
ー
ツ
は
、
ニ
セ

ン
チ
幅
に
切
り
裂
い
て
、
か
ぎ
針
で

編
ん
で
足
ふ
き
マ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

ふ
ろ
場
や
洗
面
所
、
台
所
の
足
ふ
き

に
と
惜
し
気
な
く
使
え
ま
す
。
模
様

編
み
、
形
、
大
き
さ
な
ど
を
工
夫
し

て
編
め
ば
、
お
し
ゃ
れ
な
足
ふ
き
マ

ッ
ト
が
で
き
ま
す
。
残
り
の
布
は
ミ

シ
ン
が
け
に
し
て
、
使
い
捨
て
の
雑

巾
に
し
ま
し
よ
う
。
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募集”

新潟県東頸城郡は、安塚町・

浦川原村・松代町・松之山町・

大島村・牧村の3町3村からな

る豪雪地です。この小さな「ま

ち・むら」が協力してまちづく

りをすすめています。

今回、雪国を舞台とした童話

を全国から募集することにいた

しました。雪国らしい夢のある

作品を、ぜひ多くの皆様からお

寄せいただき、雪国のイメージ

アップになれば幸いです。

また、受賞作品で登場したキ

ャラクターを東頸城郡のC　Iと

して「まちづくり」に活かして

いきたいと考えています。

皆様のご応募をお待ちしてお

ります。

募集要項
《主催》新潟県東頸城郡

　　広域まちづくり委員会
《募集内容》

雪国を舞台とした創作童話

《応募規定》　①400字詰め原稿

用紙10枚程度、縦書き、ワープ

ロ原稿は20字×20行で印字。

②日本語で創作されたもので、

未発表のものに限ります。

③応募点数は、1人2編以内。

④表紙に題名・住所・氏名・年

齢・性別・職業・電話番号を明

記し、原稿はその後ろに1枚づ

つ2つ折りにして順番に重ね、

右上をとじてください。

ふるさと会館
　行事コーナー

お問い合わせは

松代町役場振興課
　1blO2559－7－3000

　隔XO2559－7－2300

《応募資格》プロ・アマを問わ

ず、どなたでも応募できます。

《応募期間》平成8年1月31日

　　まで（当日消印有効）
《応募方法》下記まで郵送にて

〒942－04安塚町安塚722－3
安塚町役場内　広域まちづくり

　　委員会　雪国童話賞係
丁［lo2559－2－2003　　mX2－3505

《審査員》杉みき子（上越市出

身童話作家）、じゃらん編集部、

　広域まちづくり委員長ほか
《表彰》

☆雪国童話大賞1名

　　　　賞状・賞金30万円
☆優秀賞2名賞状・賞金10万円

☆入選　5名賞状・賞金3万円

それぞれに記念品（特産品等）

《発表》平成8年3月下旬、

入賞者に通知するとともに、

新聞・雑誌等へ掲載する。

《参考》◎入賞作品の著作権は

主催者に帰属し、応募された

作品は返却いたしません。

◎入賞作品に登場したキャラ

クターをイメージして、東頸

城郡のC　Iマークを作成。

◎入賞作品を収録した童話集

を刊行する予定です。

今
年
の
超
話
題
作

　
映
画
「
藏
」
上
映

【
日
時
】
11
月
2
3
日
午
後
7
時
よ
り

【
入
場
料
】

前
売
入
場
券
（
一
般
”
千
二
百
円
、

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
ー
千
円
）

当
日
入
場
券
二
般
1
1
千
五
百
円
、

　
　
　
高
校
生
以
下
”
千
二
百
円
）

【
主
催
】
松
代
町
【
問
い
合
わ
せ
】

　
　
振
興
課
　
　
暦
七
－
三
〇
〇
〇

N
H
K

　
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映
像
祭

【
日
時
】
n
月
2
4
日
、
2
5
日
、
2
6
日

【
入
場
料
】
無
料
【
主
催
】
松
代
町

　
　
　
及
び
N
H
K
新
潟
放
送
局

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
振
興
課
　
　
盈
七
－
三
〇
〇
〇

す
み
れ
会

　
　
ピ
ア
ノ
発
表
会

【
日
時
】
1
2
月
3
日
午
後
1
時
半
～

【
入
場
料
】
無
料

【
お
問
い
合
わ
せ
】
室
野
す
み
れ
会

　
石
黒
春
美
　
盈
八
ー
二
〇
〇
三

新
潟
日
報
社

写
真
が
語
る

戦
後
50
年
の
歩
み
展

【
日
時
】
1
2
月
6
日
～
1
0
日

　
　
　
午
前
九
時
～
午
後
五
時

【
入
場
料
】
無
料
【
主
催
】
松
代
町

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
振
興
課
　
　
盈
七
－
三
〇
〇
〇

　
も
し
、
シ
ー
ツ
が
タ
オ
ル
地
の
も

の
な
ら
、
適
当
な
大
き
さ
に
切
っ
て

縁
を
か
が
れ
ば
、
立
派
な
バ
ス
タ
オ

ル
や
タ
オ
ル
に
変
身
し
ま
す
。
チ
ロ

リ
ア
ン
テ
ー
プ
（
幅
一
～
ニ
セ
ン
チ

の
刺
繍
入
り
テ
ー
プ
）
を
張
っ
た
り

縁
に
レ
ー
ス
を
つ
け
た
り
す
る
と
、

お
し
ゃ
れ
な
タ
オ
ル
に
な
り
ま
す
。

お
手
ふ
き
な
ど
に
使
っ
て
も
い
い
で

し
よ
・
つ
。

　
『
手
芸
』
の
好
き
な
人
や
器
用
な

人
は
、
シ
ー
ツ
を
草
木
染
め
で
染
め

て
、
居
間
の
ソ
フ
ァ
ー
や
食
卓
の
椅

子
の
カ
バ
ー
な
ど
に
し
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
生
活
の
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
り
ま
す
よ
。

、、9

（
’

「
～
。
・
　
し

　
　
　
●

の
f
　
し

♪
～

　
シ
ー
ツ
の
痛
ん
で
い
な
い
部
分
を

使
っ
て
、
枕
カ
バ
ー
や
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
中
袋
を
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
は
柄
模
様
や
ブ
ラ
ン
ド
の

マ
ー
ク
な
ど
に
よ
っ
て
、
お
気
に
入

り
の
シ
ー
ツ
が
あ
る
も
の
で
す
。
好

き
な
柄
や
ブ
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
手
作

り
枕
や
ク
ッ
シ
ョ
ン
、
パ
ジ
ャ
マ
や

ネ
グ
リ
ジ
ェ
は
、
子
供
た
ち
に
も
喜

ば
れ
ま
す
．
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関
谷
甲
子
夫
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
厚
生

　
昭
和
三
十
一
年
よ
り
三
十
八
年
余

り
の
多
年
に
渡
り
、
松
代
町
国
民
健

　
九
月
二
十
九
日
　
結
核
予
防
協
会

は
都
内
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ

で
「
平
成
七
年
　
第
三
十
九
回
結
核

対
策
推
進
優
良
市
町
村
」
の
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
．

（
松
代
・
大
正
医
院
院
長
）

大
臣
表
彰

康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し
て
活

躍
し
て
お
ら
れ
る
大
字
松
代
の
関
谷

甲
子
夫
氏
に
、
こ
の
度
、
厚
生
大
臣

よ
り
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、
年
々
増
え
続
け
る

医
療
費
に
対
し
て
「
予
防
医
療
」
の

提
唱
な
ど
国
保
財
政
の
健
全
運
営
に

対
す
る
貢
献
、
ま
た
、
昭
和
五
十
六

年
か
ら
は
、
松
代
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
の
「
業
務
委
託
医
」
と
し
て

松
代
町
が

　
　
結
核
対
策
優
良
町
村
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
ば
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
、

争鵬纈懸脚購磁式馨

　
こ
の
式
典
に
は
、
結
核
予
防
会
の

総
裁
、
秋
篠
宮
妃
殿
下
も
ご
臨
席
さ

れ
、
関
谷
町
長
に
は
他
の
二
十
五
市

町
村
長
と
と
も
に
、
総
裁
か
ら
直
接

表
彰
状
と
盾
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
は
、
結
核
対
策
で
優
秀
な
成

果
を
収
め
た
市
町
村
を
表
彰
す
る
も

の
で
、
今
回
の
授
賞
で
、
今
後
と
も

地
域
で
の
き
め
細
か
い
施
策
が
必
要

と
の
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
関
谷
町
長
は
同
日
、
天
皇

皇
后
両
陛
下
に
拝
謁
さ
れ
ま
し
た
。

に
輝
く
〃

　
　
地
域
住
民
の
健
康
管
理
な
ど
、
医
療

　
　
行
政
に
対
す
る
貢
献
な
ど
が
認
め
ら

　
　
れ
た
も
の
で
す
．

　
　
　
大
正
医
院
の
院
長
と
し
て
の
激
務

　
　
の
傍
ら
、
松
代
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　
　
会
長
な
ど
多
方
面
で
活
躍
さ
れ
て
い

　
　
る
関
谷
さ
ん
で
す
が
、
健
康
に
留
意

　
　
さ
れ
、
今
後
と
も
益
々
の
ご
活
躍
を

　
　
期
待
し
ま
す
．

▲郡展賞作品「李白詩」高澤剛さん

ん
さ
　
　
）
一
胴

雄
僑
橋
疎

　
　
（

高

住宅火災を

　　初期消火璽

松
之
山
町
飯
塚
消
防
団
長
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽△▽4

　
去
る
十
月
二
日
の
朝
十
時
ご
ろ
、

松
之
山
町
で
発
生
し
た
テ
ン
プ
ラ
火

災
を
初
期
の
段
階
で
消
し
止
め
た
功

績
に
よ
り
、
田
沢
出
身
の
高
橋
雄
一

さ
ん
（
松
之
山
郵
便
局
勤
務
）
が
、

十
月
三
十
日
に
開
催
さ
れ
た
分
団
長

会
議
に
先
立
っ
て
、
東
頸
消
防
署
長

と
松
之
山
消
防
団
長
の
連
名
に
よ
る

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
平
成
五
年
度
か
ら

松
之
山
郵
便
局
勤
務
。
当
日
は
配
送

勤
務
の
途
中
で
異
変
に
気
付
き
、
地

元
の
村
山
好
夫
さ
ん
と
と
も
に
消
火

に
当
た
り
、
大
惨
事
を
未
然
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
高
橋
さ
ん
の

機
転
と
勇
気
あ
る
行
動
に
拍
手
を
贈

り
ま
す
。
ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
△

東
頸
城
郡
美
術
展
覧
会

高
澤
剛
さ
ん
に
郡
展
賞
（
書
道
）

▽ムマム▽△▽△▽△▽△▽△▽

　
十
月
十
三
日
～
十
五
日
、
安
塚
町

町
民
会
館
で
開
か
れ
た
「
東
頸
城
郡

美
術
展
覧
会
（
郡
公
民
館
連
絡
協
議

会
主
催
）
に
お
け
る
成
績
を
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
。
当
町
か
ら
は
、
書
道

の
部
で
高
澤
剛
さ
ん
（
松
代
・
た
か

さ
わ
）
の
作
品
『
李
白
詩
』
が
見
事

「
郡
展
賞
」
に
輝
き
ま
し
た
。

■
書
道
の
部

　
☆
郡
展
賞
　
高
澤
　
剛
（
松
代
）

　
☆
奨
励
賞
　
西
潟
平
司
（
福
島
）

　
☆
奨
励
賞
　
高
野
義
男
（
松
代
）

　
☆
審
査
員
特
別
賞
　
小
山
武
司

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
桐
山
）

■
彫
塑
・
工
芸
の
部

　
☆
審
査
員
特
別
賞
　
米
持
義
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
室
野
）

■
写
真
の
部

　
☆
奨
励
賞
　
鈴
木
洋
一
（
松
代
）
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松
代
町
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
世
田
谷
区
と
交
流

　
十
月
六
～
七
日
に
か
け
、
町
の
ジ

ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
が
世
田
谷
区
に

お
い
て
交
流
を
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
小
学
校
五
年
か
ら
高
校

一
年
生
。
区
青
年
の
家
に
泊
ま
り
、

地
元
青
少
年
と
の
交
流
を
し
た
も
の

で
す
。
雑
居
祭
は
毎
年
参
加
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
あ
い
に
く
の
雨

と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
感
動
の

「
エ
イ
ズ
キ
ル
ト
展
」
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

松代ライオンスクラブ
　　認証10周年　　10目15日

　
キ
ル
ト
展
は
、
血
液
製
剤
で
エ
イ

ズ
に
感
染
し
た
血
友
病
患
者
を
偲
ん

で
作
ら
れ
た
「
お
も
い
お
も
い
の
キ

ル
ト
」
に
現
場
の
駒
込
病
院
医
師
や

看
護
側
か
ら
の
報
告
を
交
え
、
医
療

サ
イ
ド
の
責
任
や
被
害
者
で
あ
る
は

ず
の
患
者
へ
の
偏
見
か
ら
の
差
別
等

の
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
，

　
特
に
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち

ゃ
ん
の
ベ
ビ
ー
服
で
作
ら
れ
た
キ
ル

ト
や
、
志
半
ば
に
倒
れ
た
青
年
の
キ

▼美大に行きたかったのだが

　志なかばに死亡。名は死後公表ル
ト
…
等
の
話
を
聞
く
う
ち
に
涙
ぐ

む
人
も
多
い
中
、
エ
イ
ズ
に
対
し
、

き
ち
ん
と
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
痛
感
し
て
き
ま
し
た
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆幅◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆争◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆一◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

教
育
委
員
会

　
　
異
動
の
お
知
ら
せ

　
教
育
委
員
会
に
異
動
が
あ
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
平
成
三
年
十
月
か
ら
委
員
を
勤
め

て
い
た
だ
い
た
東
山
の
山
岸
益
夫
氏

が
、
こ
の
度
退
任
さ
れ
、
十
月
一
日

付
け
で
犬
伏
の
柳
新
次
氏
が
新
任
さ

れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
推
進
事
業

　
　
ふ
る
さ
と
自
慢
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

10月

24日

　
十
月
二
十
四
日
、
町
で
進
め
て
き

た
生
涯
学
習
事
業
（
関
谷
達
治
推
進

本
部
長
）
の
発
表
を
兼
ね
総
合
セ
ン

タ
ー
で
県
教
育
庁
高
野
孝
雄
氏
（
生

涯
学
習
推
進
課
副
参
事
）
を
講
師
に

招
き
『
ふ
る
さ
と
自
慢
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
松
代
小
学
校
（
田
上
順
一

校
長
）
の
六
年
生
児
童
が
発
表
会
に

参
加
す
る
な
ど
、
ホ
ー
ル
は
ふ
る
さ

議
懇
難
漿
簸
難
饗
瓢
－
集
蕪
鐙
灘
縦
藻
．

．
醸
欝
籍
鍵
懇
毅
灘
難
難
燃
懸
懸
譲
．

繋
鍵
．
藩
嚢
纏
雛
携
議
鰻
灘
灘
驚
灘

灘
趨
懇
簿
鞭
懇
懸
鍵
鍵
慧
叢
難
難
・

．
嶽
講
購
縷
難
醸
．
蒙
欝
鎭
叢
鋤
鰹
鱈

灘
襲
難
欝
獲
議
謙
㈱

と
を
応
援
す
る
人
二
百
人
程
で
い
っ

ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
事
務
局
か
ら

取
り
組
み
経
緯
の
説
明
の
あ
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
取
り
組
ん
で
き

た
ふ
る
さ
と
自
慢
づ
く
り
の
内
容
が

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
各
生
涯
学
習
推
進
委

員
長
と
教
育
庁
高
野
講
師
よ
り
、
町

及
び
県
の
今
後
の
生
涯
学
習
の
進
め

方
に
つ
い
て
、
講
評
を
交
え
な
が
ら

話
し
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
質
疑
の
中
で
は
、
松
代
区

で
進
め
て
い
る
生
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク

ル
運
動
が
紹
介
さ
れ
る
な
ど
、
終
始

活
発
な
集
い
と
な
り
ま
し
た
。

東
頸
ま
ち
づ
く
り
塾

　
　
　
　
六
名
が
参
加

　
大
島
村
あ
さ
ひ
荘
で
行
わ
れ
た
第

一
回
目
に
は
、
田
中
ガ
ツ
イ
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
男
と
女
が
作
っ
て
い
く

「
ま
ち
づ
く
り
」
の
必
要
性
に
つ
い

て
話
し
あ
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
二
回
目
は
、
十
一
月
三
十
日
に

安
塚
町
で
行
わ
れ
ま
す
。
参
加
希
望

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
公
民
館
に
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

ナ
イ
タ
ー
ペ
タ
ン
ク

大
会
結
果
　
1
0
／
2
7

7　6　5　4　3　2　1

位位位位位位位
松
代
中
学
校
A

太
平
友
の
会

千
年
や
ろ
ね
会
A

千
年
や
ろ
ね
会
B

A
チ
ー
ム

B
チ
ー
ム

松
代
中
学
校
B

　
任
期
は
四
年
間
、
健
康
に
留
意
さ

れ
、
日
々
複
雑
化
す
る
教
育
行
政
に

更
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
け
る
も
の

と
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆
教
育
委
員
会
の
構
成

委
　
員
　
長

同
職
務
代
理
者

教
育
委
員

教
育
委
員

教
　
育
　
長

関
谷
　
　
力

美
濃
和
　
英

齋
藤
　
一
治

柳
　
　
新
次

関
谷
　
昭
平

　　停電にご注意！

絢時】、、平成7年11月29日（氷／

　　　午前3時30分～＄時40分

　　　配電線工事のためです．

【縛電区域】　松代町の全域

【問い合わせ先】

　　　祭日町営業所　お客様係

　　　　　　　盆Q257一誘2－3107

口
・
マ
ン
2
4
、

耐
久
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン

　
　
週
回
数
当
て
ク
イ
ズ

　
　
　
　
　
　
当
選
者
発
表

　
応
募
総
数
は
二
十
八
通
、
そ
の
中

の
正
解
者
五
名
の
方
に
、
ロ
・
マ
ン

24

特
製
テ
レ
カ
を
贈
り
ま
し
た
。

武
藤
宣
義
さ
ん
（
柏
崎
市
・
4
4
歳
）

藤
田
健
男
さ
ん
（
頸
城
村
・
3
8
歳
）

鈴
木
ト
ウ
さ
ん
（
松
代
町
・
5
8
歳
）

木
村
嘉
之
さ
ん
（
松
代
町
・
2
7
歳
）

平
沢
昂
也
さ
ん
（
松
代
町
・
9
歳
）

11



、

O

ふ
る
さ
と
の
山
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
り
が
た
き
か
な

　
「
郷
愁
」
と
い
う
言
葉
を
辞
典
で

見
る
と
、
三
省
堂
で
は
「
ふ
る
さ
と

を
な
つ
か
し
く
想
う
気
持
ち
（
ホ
ー

ム
シ
ッ
ク
）
」
と
あ
り
、
岩
波
で
は

「
異
郷
の
淋
し
さ
か
ら
故
郷
に
寄
せ

る
思
い
（
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
）
」
と
あ

っ
た
。
か
な
り
意
味
あ
い
が
違
う
よ

う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
「
郷
愁
」

と
い
う
も
の
は
人
に
よ
っ
て
受
け
と

り
方
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。

　
か
く
云
う
私
は
、
旧
奴
奈
川
・
室

野
に
育
っ
た
男
で
、
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
「
ふ
る
さ
と
志
向
」
の
強
い
方

だ
と
自
分
で
は
思
う
。

　
人
を
し
て
郷
愁
を
抱
か
せ
る
も
の

は
何
か
と
考
え
て
み
る
と
、
そ
れ
は

ふ
る
さ
と
の
自
然
で
あ
り
、
人
で
あ

り
、
風
習
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
な

つ
か
し
い
土
地
で
、
な
つ
か
し
い
人

に
会
い
、
な
つ
か
し
い
暮
ら
し
に
ひ

た
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
一
番
良
い
の

で
あ
る
が
、
現
実
は
な
か
な
か
そ
う

は
ゆ
か
な
い
。
時
が
移
れ
ば
人
が
代

．
繋
灘
簑

佐藤直義
埼玉県新座市在住

　（室野・門田）

わ
り
、
時
も
人
も
代
わ
れ
ば
風
習
は

お
の
す
か
自
ら
…
…
と
い
う
わ
け
で
「
ふ
る
さ

と
は
、
遠
き
に
あ
り
て
想
う
も
の
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
よ
う
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
は
こ
の
言
葉
に
こ
そ
、

人
間
に
と
っ
て
の
郷
愁
の
抑
え
難
さ

を
感
じ
る
．

　
浦
島
太
郎
は
、
郷
愁
も
だ
し
難
く

ふ
る
さ
と
に
帰
っ
た
も
の
の
、
人
も

暮
ら
し
も
す
っ
か
り
変
わ
っ
て
し
ま

っ
て
い
る
こ
と
に
傷
心
し
て
、
玉
手

箱
を
開
け
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、

私
の
想
像
で
は
、
そ
の
後
の
浦
島
じ

い
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
に
な
つ
か
し

い
自
然
が
残
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ

き
、
満
足
し
て
余
生
を
暮
ら
し
た
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
と
い
う
の
も

私
の
ふ
る
さ
と
観
が
そ
う
で
あ
る
か

ら
で
あ
る
。

　
わ
が
ふ
る
さ
と
松
代
も
、
人
が
代

わ
り
風
習
も
変
わ
る
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
自
分
を
育
ん
で
く
れ
た
ふ
る

さ
と
の
自
然
は
父
や
母
で
あ
り
、
自

分
そ
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
あ
る

限
り
、
私
の
ふ
る
さ
と
志
向
は
変
わ

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
十
月
十
五
日
、

日
本
晴
れ
の
中
、
室
野
城
山
を
訪
れ
、

ふ
る
さ
と
の
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
　
「
ふ
る
さ
と
の
山
は
あ

り
か
た
き
か
な
」
で
あ
る
。
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東京松代会のみなさんへ

期　日　平成8年1月14日（日）

　　　　午前11：30～午後2：00

会場東急文化会館7F
　　　　　　ゴールデンホール（J　R渋谷駅前）

会費男性8，000円
　　　　女性　7，000円

　　　※松代直産の即売もあります。申込はがきを

　　　　お送りしますのでお誘い合わせの上、多数

　　　　ご参加下さい。

雛灘難灘灘
幽岸　弘政 045－934－9584
佐藤　藍則 03－3382－0211

0489－22－2975

0486－84－5871
高橋長松
武田．晃平購灘灘鰯

．．，凝欝辮講麟．嚢
小堺　満量 0425－72－4708
牧国　典夫 03－3653－2872

会員数　現在1，000名

特　典　①松代町役場発行の「広報まつだい」毎月

　　　　送呈
　　　　②幼馴染との再会、近況交流、情報交換

　　　　③会報、住所録の取得

　　　　④新年会、旅行、シンポジウム、勉強会

　　　　　などの実施

　　　　⑤郷里松代町との交流

お申し込み＆お問い合わせ

　　　資
繋獺難鷺

鈴木佐一郎 03－3924－6814
笠原　　溝 03－3692－3564

縫欝i難鷹i
秋山　正三 03－3893－7979
若井　本文 0424－67－8302

＿＿＿齢………一…一…聞一……齢…………斜……撒齢甜斜㎜鼎撒鮒㎜馴
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12
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短
歌
信
濃
路
の
秋

　
　
　
　
　
　
　
富
沢
　
和
風

秋
深
む
千
曲
の
流
れ
水
澄
み
て
雲
足

早
き
北
志
賀
の
嶺

茜
色
に
静
か
に
暮
る
る
信
濃
路
の

野
沢
菜
畑
の
続
く
道
行
く

わ
が
町
に
無
き
も
の
な
れ
ば
た
わ
わ

な
る
赤
き
林
檎
に
歓
声
の
湧
く

参
拝
の
人
ら
輯
め
く
善
光
寺
香
の
煙

で
足
腰
撫
で
る

百
人
が
踊
り
カ
ラ
オ
ケ
手
品
に
と

心
温
も
る
北
志
賀
の
宿

　
　
し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
よ
　
　
も

も
み
じ
染
む
四
方
の
山
々
旅
た
の
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

秋
潮
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船
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茸
と
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貞
　
子

思
ひ
出
の
一
つ
一
つ
に
柿
熟
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
代

赤
と
ん
ぼ
ブ
ロ
ン
ズ
像
の
指
先
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
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稲
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の
終
り
し
事
も
挨
拶
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ま
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日
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の
芋
あ
と
一
寸
で
手
間
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り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

　
　
　
は
じ

畦
豆
の
弾
け
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の
出
荷
の
山
や
不
作
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
は

キ
ャ
ベ
ツ
食
み
真
白
き
蝶
と
な
り
ぬ

る
か
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
葉

　
　
　
　
　
つ

い
の
こ
づ
ち
着
け
て
宿
題
ま
だ
出
来

ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翔
　
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ら
み

薮
抜
け
し
農
夫
阿
修
羅
の
草
郵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

　
　
　
　
　
と

豆
引
か
れ
芋
穫
ら
れ
畑
ひ
ろ
び
ろ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泥
　
水

　
　
　
　
つ
ま

味
増
汁
は
夫
の
好
物
秋
菜
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

ま
た
一
つ
藁
屋
が
消
え
て
木
鵠
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

も
， ．◎角　　　　シ財瞬レ

蔦、

一

詣
っ
　
ー

セ
ー
9
f
か

　
　
必

　
　
　
り

　
　
1

　
　
0
　
0
　
0

雲
、
く
な
っ
て

壱
た
か
ら

出
し
て
る
の
よ

　
κ

」n

な
う
か
し
い
恥
，

　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
戸

　
　
　
　
　
　
●
．
一

　
　
　
　
　
　
．
』
．

ラ

革
喀
　
　
　
　
馨
霧

？
蔵
o
こ
5

こ
ρ
鍔
け
1
歳
o
こ
5
　
　
魚
嶽
、

よ
く
着
て
た
わ
ね
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
θ

　
　
　
　
　
　
　
r

ー
瓦
1
，

ゆう

先
ん
、
τ

”
〃
っ

　
　
　
　
汐

ρ
　
　
　
　
　
　
　
　
●

ハ
や
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

恩
　
　
　
　
ぐ

　
ヤ
　
　
　
く
6

ロ
ん
穿
に
小
亡
が
っ
た
ん
か
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
6

、㌧n　
　
覇
し

　
　
　
　
ド

お
ら
な
く
し
毫
愚
ぞ
．
一

マ
9
－
だ
わ

　
　
　
　
　
ほ
，
－
・

　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
W
，

　
人
形
の
か

訟

　
”
園
蝋
籔
繭
繍
謙
懸

　
　
　
鐵
灘
製
購
雛

　
　
　
　
　
燃
毯
灘
灘
講
糞
科
騨

　
別
名
、
マ
ン
ジ
ュ
シ
ャ
ゲ
。

　
開
花
期
は
九
月
～
十
月
、
墓
地
や

川
の
土
手
、
田
の
ア
ゼ
な
ど
に
多
く

見
ら
れ
る
。

　
葉
と
花
は
、
別
の
茎
に
つ
く
多
年

草
。
葉
は
十
一
月
頃
出
る
。
花
の
茎

は
高
さ
三
十
～
五
十
㎝
く
ら
い
で
、

五
～
六
個
の
花
が
横
向
き
に
咲
く
。

花
び
ら
は
、
ひ
ど
く
そ
り
返
る
。

　
球
根
に
は
「
リ
コ
リ
ン
」
と
い
う

物
質
が
あ
り
、
有
毒
で
あ
る
。

　
彼
岸
の
頃
に
な
る
と
咲
く
の
で
、

呼
ば
れ
る
名
前
で
あ
る
。

654321
囲
　
　
　
　
出
題
　
九
段
　
北
村
昌
男

　
●
ヒ
ン
ト
…
初
手
を
よ
く
考
え
て
く

　
　
だ
さ
い
。

　
　
1
0
分
で
初
段
、
6
分
で
三
段
。

　
　
　
　
　
　
　
　
持
駒
　
飛
金

一
二
三
四
五
六
七
八
九

罫

飛

票 票 ■

角 等

票

ぞ 房

。r！吾雫穿旱呈ユ罫回z冨■ε’正図箪

三1’正回1’皇三ε’等図’導■ε

正回Z3々箪雛＝Z士碓逸乃oユヂ
等豆ε’9耳－馬■Z③。等回1櫨号

■z①雛￥z覧9乃正回zコ箪誕コr　I
o享ρ，醜王爵マ暴（4茸⑦車弛〈雛鶴〉

　　。（盈旱呈圭6ユ事等1王ε　、ヨE回　へ箪

辿回ε　へ正回z　’等『二1’正’三1’雛
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⑳望繊齢蛋棄鍵紅凝轍 儲葎麟購額諸絹瓢羅…羅群！灘

華
　
犠
　
郡

蟻

雌
欝

　
　
　
陣
麓
、
蟹

　　　しょう　た

小堺翔太玩
　　5　歳
儀明・いなばや

五十嵐さくら㌦

　　4　歳
松代・原田屋精肉店

・
霧

　　ゆう　すけ
重野雄介㌦
　　5　歳
松代・しげの

MA『『SUDA口

老後を安心してすごすために

老齢基礎年金
老齢基礎年金とは

　私たちが年をとった時、老後

を安心して生活する手助けとし

て支給されるものです。

　老齢基礎年金は65歳になった

時から支給されます。ただし、

保険料を納めた期間が、最低25

年間（免除期間、カラ期間を含

む）であることが必要です。

◎受給資格期間

①保険料を納めた期間

②保険料を免除された期間

③昭和36年4月以降で、厚生年

　金や共済組合に加入していた

　期間

④カラ期間（昭和61年4月以降）

・20歳以上60歳未満の間で、海

　外に在住していて、任意加入

　していない期間。

・第2号被保険者の加入期間中、

　20歳未満、60

年金を「満額」で

　　　受給するには

　25年間の受給資格期間を満た

していれば、老齢基礎年金を受

ける資格があります。ただし、

それでは最低額の年金しか受け

られません。年金を満額で受け

られるのは、20歳から60歳にな

るまでの40年間、保険料をきち

んと滞納せずに納めた人だけな

のです。将来、年金を満額で受

けるためにも、年金受給資格が

できた後も、引き続き保険料は

納めましょう・購鰍総
　　　　　　　　穆

　　　　　　（（　i，・，
　　　　　　●鱈，　　　E

25年40年

　歳以降の期間。

※カラ期間は、

　受給資格期間

　には合算され

　ますが、年金

　額を計算する

　時は計算には

　入り一ません。

老齢基礎年金の年金額

　　　　　　　　　加入可能年数×12（か月）
●滞納・免除期間、付加保険料を納付した期間がある場含

　　　　　　78万5，500円

　　　　　　　　×
　保険料納付済月数＋保険料免除期間月数×吉

⑱保険料の滞納・免除期間がない場合

年額78万5，500円（平成7年度額）

●滞納・免除期閤がある場合

　　　　　　　保険料納付済月数＋保険料免除月数×去
　78万5，500円×

加入可能年数×12（か月）

　　　十
　　　200円
　　　　×
付加保険料納付済月数

　平成7年11月1日からパスポ
ートの申請方法等が次のように

一部改正されました。

◇11月1日以降申請される20歳

　以上の方は、5年旅券又は10

　年旅券のいずれかを選択して

　いただくことになります。

◇20歳未満の方が申請できるの

　は、5年旅券のみです。

◇子の併記制度（父又は母の旅

　券に、15歳未満の子を併記）

　が廃止されますので、小さな

　お子さんも単独で旅券を申請

　していただくことになります。

◇手数料は10年旅券については

　15，000円となり、5年旅券は

　今までどおり10，000円ですが

　申請時に12歳未満の方につい

　ては5，000円となります。

◇また、再発給の手数料は10年

　旅券は12，000円、5年旅券は

　8，000円、12歳未満の方につい

　ては4，000円です。

◇一般旅券発給申請書の様式が

　5年用と10年用の2種類とな

　ります（現在の申請書は使用

　できません）なお、申請時に

　必要な書類は変更ありません。

◇詳しくは、県庁旅券センター

　までお問い合わせください。

　TEL　O25－285一与511

〈
一
般
旅
券
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・饗雛

簿羅灘簸

擁

精神障害者保険福祉

手帳制度について

　本年10月1日から「精神障害

者保険福祉手帳」制度が創設さ

れました。

　なお、これまでの「精神保険

福祉カード」制度は平成7年9

月末日で廃止となりましたが、

既に交付済のものについては、

その期間終了まで有効となって

います。

《手帳の交付を受けた方は》

①通院医療費の公費負担の申請

　に当たって、医師の診断書の

　提出が不要となります。

②税金については、精神障害者

　控除等の優遇措置を受けるこ

　とができます。

　・所得税及び住民税の

　　　　　　　障害者控除

　・預貯金の利子所得の非課税

　・相続税の障害者控除

　・贈与税の一部非課税

　・自動車税、軽自動車税及び

　　自動車取得税の非課税

③手帳の1級又は2級の場合、

　生活保護の障害者加算の認定

　を受けることができます。

※精神障害者保険福祉手帳制度

　について詳しくお知りになり

　たい方は、上越市春日山町3

丁目上越保健所までお問い合

　わせください。

　　　TELO255－24－6133

15

で
、
曳

タ

【受付開始日時】平成7年

　12月1日（金）午前9時～
【申込方法】

　TEL　O256－77－2111
　FAX　O256－77－2114
【利用できる団体】　　鳥

次のいずれかに該当する、おお

むね5人以上で構成される団体。

①小学生・中学生・高校生及び

　学生（平成8年度より小学校

1年生からの入所も可能）

②勤労青少年団体及びサークル

③青少年指導者、教員、青少年

　育成団体　④その他、所長が

　適当と認める団体

【必要経費】　7年9月1日現在

《食費》1，500円（朝400円、昼

　　　500円、夕600円）

《クリーニング代》180円

《社員研修等目的外利用団体》

　　　1人1泊1，430円
【その他】新施設「文化工芸棟

　が完成しました。陶芸室、ク

　ラフトルーム、和室を利用し

　文化的活動も楽しめます。

職業能力開発を〃

　11月は職業能力開発月間。当

職業能力開発サービスセンター

では従業員の教育訓練に対する

助言などを、いつでも、無料、

秘密厳守で対応しています。

《プランナーが助言・指導》

　人材育成の専門家3人が、教

育訓練計画づくりの助言・指導

にあたり、必要に応じ企業訪問

もいたします。相談内容は秘密

扱い、経費は一切不要です。

《研修用ビデオを無料貸出》

各層別一新入社員、中堅、女性

　　　能力開発担当者用等
テーマ別一接遇、創造性開発等

一般教養一三沢千代治、田原総

　　一郎、堺屋太一等、各界第

　　一人者による講話

《社員教育に給付金支給》

　能力開発給付金、自己啓発給

付金を利用すれば、社内研修の

運営費（公私謝金、会場借料、

教材費等）講習会等の受講料、

賃金等が給付金の支給対象とな

ります。

助成率一中小企業青、大企業乏

　　相談は一切秘密で無料一
《詳しくは》新潟市新光町11－7

　　　　　（新潟光ビル5階）

新潟職業能力開発サービスセン

ター　　TEL　O25－283－2144

　　　FAXO25－283－6947

厚生大臣認可
標準営業約款

主催

後援

　　Sマーク普及促進月間

　11月1日～30日
理容、美容、クリーニング店の

Sマークは、安全と衛生、確か

な技術をお約束する信頼のマー

クです。万一の場合は賠償基準

に基づいた補償が受けられます。

側）新潟県環境衛生営業指導センター

　　　　　　　盈025－283－5900
厚生省新潟県

のク
昧
一マ
意
S

●・Standard　（標準）

・Sanitation（衛生）

・Safety （安全）

の3つのSを
　　　とったものです。



足」‘

あ
た
た
か
サ
松
代
語
ノ

　
　
　
た
つ
し
ょ
だ
つ

　
朝
晩
の
冷
え
込
み
も
強
ま
り
、
今

年
も
あ
と
残
り
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
　
一
年
な
ん
て
「
ア
ッ
」
と
い

う
間
だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

、鐸
藻苫

忍㌦齋木
（室野・しんまち）

　
私
も
松
代
町
で
働
く
よ
う
に
な
っ

て
二
年
目
に
な
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
わ
か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
で
、
と

て
も
一
年
以
上
経
っ
た
気
が
し
ま
せ

ん
。
た
だ
、
先
輩
の
方
に
「
齋
木
さ

ん
、
町
に
馴
染
ん
で
き
た
よ
ね
一
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
自

分
で
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
確
か
に
馴
染
ん
で
い
た
よ
う
で

す
。
話
す
言
葉
が
「
皆
さ
ん
元
気
で

す
か
」
か
ら
「
お
め
た
た
っ
し
ょ
だ

っ
け
か
い
」
に
変
わ
っ
て
い
た
の
で

す
か
ら
。

　
仕
事
で
各
集
落
へ
お
邪
魔
す
る
機

会
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
と
き
聞
い

た
り
話
し
た
り
す
る
松
代
語
は
と
て

も
あ
た
た
か
く
感
じ
ま
す
。
松
代
で

働
い
て
よ
か
っ
た
な
と
思
え
る
時
で

も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
が
一
度

松
代
を
離
れ
て
暮
ら
し
た
時
が
あ
る

た
め
に
わ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
が
…
。

　
こ
の
他
に
も
今
ま
で
気
が
つ
か
な

か
っ
た
町
の
良
さ
を
、
も
っ
と
発
見

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
道
路
は

整
備
さ
れ
、
電
車
が
開
通
し
、
こ
れ

か
ら
ど
ん
な
町
に
な
る
の
か
楽
し
み

で
す
が
、
い
つ
も
あ
た
た
か
さ
を
感

じ
て
い
た
い
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
私
は
栄
養
士
と
し
て

町
に
採
用
さ
れ
働
い
て
い
ま
す
。
正

直
な
と
こ
ろ
、
栄
養
士
の
看
板
が
重

く
感
じ
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、
少
し

ず
つ
で
も
「
食
」
を
通
し
て
皆
さ
ん

か
ら
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　く　　　　　　　　いぬ　　　ほ

＊食いつく犬は吠えっかぬ

　本当に強い犬は吠えることは

せず、いきなり食いついてくる、

吠える犬は意気地のない証拠で

危険はないということから、大

騒ぎして言いまわる者に本当の

実力はないということ。
　けんどいりうらい

＊捲土重来

　一度は敗れた者が改めて勢い

を盛り返してくること。一度し

くじった者が大変な気力とやる

気を持って再び取ケ）組むこと。
けんどちょうらい

捲土重来とも言う。

　男2，369人　（△4人）

　女2，429人　（△3人）

　計4，798人　（△7人）
世帯数1，478世帯（△6世帯）

　出生3人　　死亡5人
　転入10人　　転出15人

　　　（7年10月末日現在）

一人ロの動き一

固圃《》團回
（9月26日～10月25日受付）

幸せ多い人生を（結婚）

室岡達弥・大竹綾子礼

　　　　　　（松代・室岡組）

小島憲一・渡邊智子歳

　　　　　　（犬伏・小島屋）

げんきな良い子に（出生）
、　　　力曜おみち

清水一臣・　　　一・里香歳
　　　　ん
　（男の子・松代・下町住宅）
若山箪色～　　淳・加代子凱
　　　　ん
　　　（男の子・室野・津浦）

ご冥福を祈ります（死亡）

市川　正市凱　　67歳
　　　　　　　（松代・黒院）

斎木　良士㌦　　64歳

　　　　　　（室野・堂の前）

山岸　忠蔵凱　　88歳

　　　　　（木和田原・出戸）

佐藤ハヤノ歳　　　85歳

　　　　　　（室野・与三郎）

ずわこつ）

圖
園
圏
圃

▼
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
は
い
か
が
だ
っ

た
で
し
ょ
う
か
。
今
年
は
、
モ
グ
ラ
が

短
期
間
で
キ
ノ
コ
に
は
恵
ま
れ
な
い
年

だ
っ
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
田
ん
ぼ
や

畑
の
野
菜
は
ど
ん
な
出
来
だ
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
台
風
の
襲
来
も
な
く
比
較

的
安
定
し
た
気
候
の
十
月
は
、
急
に
寒

く
な
っ
た
感
も
あ
り
ま
し
た
が
、
動
植

物
に
と
っ
て
も
過
ご
し
易
か
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
▼
窓
の
外
は
、

小
春
日
和
で
て
ん
と
う
虫
や
カ
メ
虫
が

飛
び
か
っ
て
い
ま
す
。
ど
こ
か
ら
入
っ

た
の
か
、
小
さ
な
蜂
が
ガ
ラ
ス
の
外
に

出
よ
う
と
も
が
い
て
い
る
の
が
目
に
入

り
ま
し
た
。
出
口
を
探
す
必
死
の
蜂
が

哀
れ
で
思
わ
ず
窓
を
開
け
ま
し
た
が
自

分
で
は
逃
げ
ら
れ
ず
…
▼
考
え
て
み
る

と
、
私
た
ち
が
も
が
き
苦
し
む
悩
み
も

同
じ
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

誰
か
ガ
ラ
ス
戸
を
開
け
て
み
て
い
た
だ

け
ま
せ
ん
か
．
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